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９月
がつ

29日
にち

、帰
き

国
こく

者
しゃ

18名
めい

、支
し

援
えん

者
しゃ

6名
めい

、計
けい

24名
めい

で仁
に

木
き

町
ちょう

の「さくらんぼ山
やま

観
かん

光
こう

農
のう

園
えん

」に果
くだ

物
もの

狩
が

りに行
い

き

ました。北
ほっ

海
かい

道
どう

の南
なん

西
せい

部
ぶ

に位
い

置
ち

する仁
に

木
き

町
ちょう

は、「フルーツの町
まち

」と呼
よ

ばれるほど果
か

樹
じゅ

栽
さい

培
ばい

が盛
さか

んです。広
ひろ

い農
のう

園
えん

内
ない

にはぶどう、りんご、プルーンなど、豊
ほう

富
ふ

な種
しゅ

類
るい

の果
くだ

物
もの

が栽
さい

培
ばい

され、参
さん

加
か

者
しゃ

のみなさんは、新
しん

鮮
せん

な旬
しゅん

の味
み

覚
かく

を味
あじ

わうことができました。互
たが

いに食
た

べごろの実
み

を教
おし

えあったり、高
たか

い所
ところ

にある実
み

を取
と

って

あげたりと交
こう

流
りゅう

し、普
ふ

段
だん

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

では得
え

られない特
とく

別
べつ

なひとときとなりました。 

 

交流事業・体験旅行 

旬を味わう特別なひととき 
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道北を知る旅・地域への愛着を深める 

 稚内・地域生活支援推進事業 

稚
わっか

内
ない

日
にち

ロ
ろ

経
けい

済
ざい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

に委
い

託
たく

している地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

では、「郷
きょう

土
ど

を知
し

る旅
たび

」が毎
まい

年
とし

実
じっ

施
し

さ

れています。今
こ

年
とし

は９月
がつ

８
よう

日
か

から 9
ここの

日
か

にかけて、「道
どう

北
ほく

を知
し

る旅
たび

」として稚
わっか

内
ない

市
し

に住
す

む樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

6名
めい

が

上
かみ

川
かわ

町
ちょう

層
そう

雲
うん

峡
きょう

を旅
たび

しました。美
うつく

しい景
け

色
しき

に心
こころ

うごかされ、またひとつよい思
おも

い出
で

ができました。この

ような思
おも

い出
で

が、自
じ

身
しん

が住
す

む地
ち

域
いき

とその周
しゅう

辺
へん

への愛
あい

着
ちゃく

へとつながります。 

 

展望台をさらに上ったところに

ある上川町のシンボル「エスポワ

ール（希望）の鐘」。年配の帰国者

のみなさんは、自分のペースでゆ

っくり上りました。 

ロープウェイで黒岳の 5合目へ。絶景に感動！ 

旭川市の上水道、発電などの役割を担う大雪ダムを見学 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 9月
がつ

16日
にち

、「語
かた

りかけボランティア研
けん

修
しゅう

」を開
かい

催
さい

し

ました。語
かた

りかけボランティアとは、中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

のみなさんが介
かい

護
ご

サービスを利
り

用
よう

する際
さい

のコミュ

ニケーションのお手
て

伝
つだ

いをしたり、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、ロシア

語
ご

でお話
はなし

相
あい

手
て

をするボランティアを指
さ

します。 

この語
かた

りかけボランティア活
かつ

動
どう

において大
たい

切
せつ

な「傾
けい

聴
ちょう

」について、合
ごう

同
どう

会
がい

社
しゃ

うぇるかむ代
だい

表
ひょう

の池
いけ

田
だ

ひろ

みさんに「認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

との会
かい

話
わ

における傾
けい

聴
ちょう

につ

いて」というテーマでお話
はなし

をしていただきました。 

 

 

介護支援事業・ボランティア研修会 

寄り添い、安心感を与える「傾聴」 

 傾
けい

聴
ちょう

とは、相
あい

手
て

の話
はなし

に耳
みみ

だけでなく心
こころ

も傾
かたむ

けてしっかりと聴
き

くことです。わかったつもりになって

途
と

中
ちゅう

で遮
さえぎ

ったり、自
じ

分
ぶん

の知
し

りたい情
じょう

報
ほう

ばかりを得
え

ようとせず、相
あい

手
て

が何
なに

を言
い

おうとしているのか、最
さい

後
ご

まで聴
き

こうとする姿
し

勢
せい

が大
たい

切
せつ

、と池
いけ

田
だ

さんは語
かた

ります。そのようにして、相
あい

手
て

に「この人
ひと

は聴
き

いてくれ

る」、「この人
ひと

には話
はな

してもいい」という安
あん

心
しん

感
かん

をもってもらうことが傾
けい

聴
ちょう

の目
もく

的
てき

です。 

 認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

を相
あい

手
て

にする場
ば

合
あい

でも、この傾
けい

聴
ちょう

の基
き

本
ほん

的
てき

な姿
し

勢
せい

は変
か

わりません。その上
うえ

で、短
みじか

い簡
かん

単
たん

な

言
こと

葉
ば

、相
あい

手
て

がいつも使
つか

っている言
こと

葉
ば

を使
つか

う、あいづち、うなずきなどで話
はなし

を聴
き

いていることをアピール

する、相
あい

手
て

の言
こと

葉
ば

を復
ふく

唱
しょう

するなどのコツが語
かた

られました。また、相
あい

手
て

が問
もん

題
だい

を抱
かか

えていることが明
あき

らか

になっても、ボランティアさんが抱
かか

え込
こ

む必
ひつ

要
よう

はなく、解
かい

決
けつ

できるところにバトンタッチするまで、隣
となり

で寄
よ

り添
そ

い続
つづ

けること、これが語
かた

りかけボランティアの役
やく

割
わり

ではないか、と池
いけ

田
だ

さんは結
むす

びました。 

 

 

 

講
こう

演
えん

の後
あと

、次
つぎ

のような質
しつ

疑
ぎ

応
おう

答
とう

がありました。 

●会
かい

話
わ

の中
なか

で訪
おとず

れる沈
ちん

黙
もく

がこわい⇒話
わ

題
だい

になっていることについて考
かんが

えているなど、黙
だま

っているのには

理
り

由
ゆう

があるはず。むやみに話
わ

題
だい

を変
か

えようとせず、まずは待
ま

つ。どうしてもつらければ、その気
き

持
も

ちを正
しょう

直
じき

に言
い

ってみては。 

●認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

と接
せっ

していて、自
じ

分
ぶん

の言
い

ったことが伝
つた

わっていないと感
かん

じる場
ば

合
あい

、言
こと

葉
ば

を変
か

えて繰
く

り返
かえ

す

のはどうか⇒繰
く

り返
かえ

すこともいいし、大
おお

きな紙
かみ

を準
じゅん

備
び

して大
たい

切
せつ

な言
こと

葉
ば

を書
か

いて見
み

せる、写
しゃ

真
しん

や絵
え

を使
つか

う

など、耳
みみ

だけでなく目
め

でも確
かく

認
にん

できるようにすると効
こう

果
か

的
てき

。 

●相
あい

手
て

がなかなか話
はなし

をしてくれない場
ば

合
あい

、一
いっ

方
ぽう

的
てき

に話
はな

すしかないのか⇒初
しょ

対
たい

面
めん

で話
はなし

をしてくれないのは

仕
し

方
かた

がない。まずは自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

をし、当
あ

たり障
さわ

りのない話
はなし

などをして様
よう

子
す

を見
み

る。認
にん

知
ち

症
しょう

が進
すす

んでしまっ

ている場
ば

合
あい

は、ただ隣
となり

に座
すわ

わらせてもらうだけでもコミュニケーションになる。大
たい

切
せつ

なことは相
あい

手
て

に無
む

理
り

強
じ

いせず、ありのままに受
う

け止
と

めること、またボランティア本
ほん

人
にん

が深
しん

刻
こく

になりすぎないこと。 

 池
いけ

田
だ

さんのお話
はなし

は、語
かた

りかけボランティア活
かつ

動
どう

のみならず、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

での人
ひと

との関
かかわ

り方
かた

においても色
いろ

々
いろ

と参
さん

考
こう

になる内
ない

容
よう

でした 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 1日  健康運動 

12月 8日  健康運動 

12月 15日 健康運動 

     （ふまねっと） 

12月 16日 介護予防運動 

（手稲前田） 

12月 21日 介護予防運動 

（もみじ台） 

12月 22日  健康運動 

1 月 14日 健康運動 

1 月 18日 介護予防運動 

     （もみじ台） 

1 月 19日 健康運動 

1 月 20日 介護予防運動 

（手稲前田） 

1 月 26日 健康運動 

 

 

11 月 17日 健康運動 

     （ふまねっと） 

11 月 18日 介護予防運動 

（手稲前田） 

11 月 23日 介護予防運動 

（手稲前田） 

 

 

 

9月
がつ

12日
にち

、樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

4名
めい

が株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

福
ふく

山
やま

醸
じょう

造
ぞう

の苗
なえ

穂
ぼ

醤
しょう

油
ゆ

工
こう

場
じょう

と北
ほっ

海
かい

道
どう

職
しょく

業
ぎょう

能
のう

力
りょく

開
かい

発
はつ

センター（ポリテクセンター）

を見
けん

学
がく

しました。 

醤
しょう

油
ゆ

工
こう

場
じょう

では、1891（明
めい

治
じ

24）年
ねん

の創
そう

業
ぎょう

時
じ

からほぼ同
おな

じ

製
せい

法
ほう

で受
う

け継
つ

がれている醤
しょう

油
ゆ

づくりを目
ま

のあたりにし、醤
しょう

油
ゆ

が

日
に

本
ほん

人
じん

の食
しょく

卓
たく

に欠
か

かせないものであることを改
あらた

めて知
し

る機
き

会
かい

となりました。また醤
しょう

油
ゆ

づくりに欠
か

かせない麹
こうじ

菌
きん

について、興
きょう

味
み

深
ぶか

いお話
はなし

を聞
き

き、麹
こうじ

菌
きん

が日
に

本
ほん

の「国
こっ

菌
きん

」だということも知
し

る

ことができました。 

工
こう

場
じょう

内
ない

では、もろみ（大
だい

豆
ず

・小
こ

麦
むぎ

を麹
こうじ

と混
ま

ぜ、食
しょく

塩
えん

水
すい

を加
くわ

えて発
はっ

酵
こう

熟
じゅく

成
せい

させたもの）からしぼられた醤
しょう

油
ゆ

が床
ゆか

下
した

のタン

クに流
なが

れていく様
よう

子
す

や、箱
はこ

詰
づ

めされていく様
よう

子
す

を見
けん

学
がく

しまし

た。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

から伝
つた

わる道
どう

具
ぐ

や写
しゃ

真
しん

などを展
てん

示
じ

した史
し

料
りょう

室
しつ

もあ

り、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんはとても興
きょう

味
み

を惹
ひ

かれた様
よう

子
す

で、積
せっ

極
きょく

的
てき

に質
しつ

問
もん

をしていました。 

ポリテクセンターでは、仕
し

事
ごと

をやめた人
ひと

や現
げん

在
ざい

仕
し

事
ごと

をしている

人
ひと

のための技
ぎ

能
のう

訓
くん

練
れん

が行
おこな

われている様
よう

子
す

を見
けん

学
がく

しました。早
そう

期
き

就
しゅう

職
しょく

や技
ぎ

能
のう

向
こう

上
じょう

のための支
し

援
えん

の仕
し

組
く

みがあることを学
まな

ぶこと

ができました。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんは、訓
くん

練
れん

生
せい

の試
し

作
さく

品
ひん

などに興
きょう

味
み

深
ぶか

げに見
み

入
い

っていました。 

 

 

公共職業訓練施設・事業所見学 

伝統がもたらす新たな発見 

11月・12月・1月の予定 

 

今
こん

回
かい

、豊
ほう

富
ふ

な知
ち

識
しき

にユーモアも交
まじ

えつつ 醤
しょう

油
ゆ

工
こう

場
じょう

のガイドをつとめてくださったのは、

福
ふく

山
やま

醸
じょう

造
ぞう

の OB の小
こ

林
ばやし

さん。帰
き

国
こく

者
しゃ

からの、 醤
しょう

油
ゆ

はしょっぱいばかりで好
す

きではない、

という「問
もん

題
だい

発
はつ

言
げん

」に対しても、他
た

の 食
しょく

材
ざい

との組
く

み合
あ

わせで様
さま

々
ざま

な味
あじ

が生
う

まれると返
かえ

し、

次
つぎ

々
つぎ

と 料
りょう

理
り

を挙
あ

げ、好
す

きなものがあることに気
き

づかせてくれました。 


